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　５月14日、教育委員会主催の七戸町子ども探検隊

が開催され、第１回目のこの日は、天間ダム、蒼前が開催され、第１回目のこの日は、天間ダム、蒼前

一里塚、コウモリ小舎、二ツ森貝塚、野々上人形の一里塚、コウモリ小舎、二ツ森貝塚、野々上人形の

館をバスで探検しました。子どもたちは、自分たち館をバスで探検しました。子どもたちは、自分たち

の町には様々な名所があることを、楽しみながら学の町には様々な名所があることを、楽しみながら学

んでいました。�

　５月14日、教育委員会主催の七戸町子ども探検隊

が開催され、第１回目のこの日は、天間ダム、蒼前

一里塚、コウモリ小舎、二ツ森貝塚、野々上人形の

館をバスで探検しました。子どもたちは、自分たち

の町には様々な名所があることを、楽しみながら学

んでいました。�
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P2P2……町長就任挨拶……町長就任挨拶�

P3P3……まちのできごとあれこれ……まちのできごとあれこれ�

P4P4……保健だより……保健だより�

P5P5……口座振替のお知らせ……口座振替のお知らせ�
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P2……町長就任挨拶�

P3……まちのできごとあれこれ�
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町
長
就
任
挨
拶�

�

　
新
生
・
七
戸
町
の
町
長
就
任
に
あ
た
り
、
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
、
市
町
村
合
併
が
国
の

最
後
の
地
方
支
援
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
地
方
の
自
立
の
好
機
と
捉
え
、
あ
ら
た
め

て
七
戸
町
誕
生
の
喜
び
を
町
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
市
町
村
合
併
は
目
的
で
は
な
く
手
段
で
あ
り
、�

地
域
を
支
え
る
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
、

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
、�

本
当
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
・
文

化
を
守
り
、
次
代
に
夢
が
語
り
継
が
れ
る
、
元
気

な
地
域
の
持
続
的
発
展
こ
そ
が
私
達
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ

れ
た
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
を
町
政
運
営
の
基
本

的
課
題
と
位
置
づ
け
、
潤
い
と
彩
り
あ
ふ
れ
る
田

園
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て
、
「
広
域
連
携
型
の
ま

ち
づ
く
り
」
、
「
地
域
経
済
自
立
型
の
ま
ち
づ
く

り
」
、
「
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
三
つ

の
基
本
方
針
を
堅
持
し
、
住
民
の
皆
様
と
共
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
七
戸
町
の
今
後
の
飛
躍
を
め
ざ
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

新七戸町�

新体制決まる新体制決まる�
新七戸町�

新体制決まる�
�
　５月16日、平成17年第２回七戸町議会臨時会が行われ、助役に小又勉氏が就任し、

５月17日に行われた七戸町教育委員会において、教育長に新谷勝弘氏が就任しました。�

こ また         つとむ�

助　役　小又　　勉�
（５６歳）�

�

■昭和42年３月�

　県立七戸高等学校卒業�

■平成13年４月～平成14年３月�

　とうほく天間農業協同組合理事�

■平成14年３月～平成17年３月�

　天間林村長�

■平成17年３月～平成17年４月�

　七戸町長職務執行者�

ふく し      たか え�

町　長　福士　孝衛�
（７２歳）�

�

■七戸町立青年学校本科１年修了�

■昭和54年５月～平成２年３月�

　七戸町議会議員�

　（昭和62年５月～七戸町議会議長）�

■平成２年３月～平成17年３月�

　七戸町長�

■平成15年６月～平成17年３月�

　青森県町村会長�

あら や      かつひろ�

教育長　新谷　勝弘�
（６４歳）�

�

■昭和38年３月�

　東京農業大学農学部卒業�

■平成13年４月～平成15年１月�

　七戸町社会教育指導員�

■平成15年１月～平成17年３月�

　七戸町教育委員会教育長�

■平成17年３月～平成17年５月�

　暫定七戸町教育委員会委員長職務代理�
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　七戸町山舘地区にある東八甲田ローズカントリーで5月

5日、同施設で栽培したバラを詰めた「母の日バラゆうパック」

の出発式が行われました。�

　今回初めての試みである「母の日バラゆうパック」には、

県内外から約1,050ケース（10,500本）の注文があり、遠く

は沖縄県まで届けるものもありました。�

　式では福士町長が「注文数の多さに驚いています。今後も

“七戸のバラ”が全国に広がるよう、よいバラの生産をして

いきたい」とあいさつ。�

　続いて福士町長や松坂七戸郵便局長などによるテープカッ

トが行われ、関係者20人が見守る中、第一便が全国各地へ

向け出発しました。�

　また、同施設は七戸郵便局からゆうパックの優良提携者

として感謝状が贈呈され、松坂局長から「地場産品のバラが�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

全国に定着できるよう、これからもお互い協力しましょう」

との激励を受け、同施設職員の田中さんは「これからも多

くの方々に親しまれるバラづくりに励んでいきます」と抱

負を述べました。�

　バラゆうパックに関するお問合せは七戸郵便局☎ ◯62 2700、
または㈳東八甲田ローズカントリー☎ ◯62 5400へ�

�

�

�

　町朝野球大会の開会式が5月8日、総合運動公園

野球場にて開かれ、17チームの選手が健闘を誓い

ました。�

　昨年度優勝した家畜改良センター奥羽牧場チー

ムが優勝旗を返還し、町野球協会盛田寛二会長が、

「8月末には七戸町の天間林地区を主会場に郡大会

が行われます。全チーム郡大会出場をかけて一生

懸命プレーして下さい。」と、激励。�

　選手を代表し、奥羽牧場チームの阿部選手が熱

く選手宣誓を行いました。�

　開会式終了後、2会場に分かれて各チーム試合を

行いました。�

　また、5月24日には天間林地区でも開会式が行

われ、8チームが参加し健闘を誓いました。�

�

�

�

　上川目町内会（高田武志会長）では新幹線開業

に向け、観光拠点として整備を進めている七戸城

跡貝ノ口地区先端部に樹齢30年ほどのつつじ35本

を植樹しました。�

　同地区には七戸町閉庁記念事業として50本のつ

つじが植樹されており、つつじ植栽範囲はさらに

広がり、美しい花を咲かせています。�

上川目町内会ツツジの植栽上川目町内会ツツジの植栽�上川目町内会ツツジの植栽�上川目町内会ツツジの植栽�

母の日バラゆうパック出発式母の日バラゆうパック出発式�母の日バラゆうパック出発式�母の日バラゆうパック出発式�

朝 野 球 大 会 開 会 式朝 野 球 大 会 開 会 式 �朝 野 球 大 会 開 会 式 �朝 野 球 大 会 開 会 式 �
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採血区分�

成分献血�

期 日 �

15日�

㈬�

27日�

㈪

実 施 場 所 �

七戸保健センター�

天間林保健センター�

あおぞらプラザ�

申し込み先�

七戸保健センター�

（℡ 62－4414）�

健 康 福 祉 課 �

（℡ 68－4631）�

実施時間�

10:00～11:00�

11:15～12:15�

13:45～14:45�

15:00～16:00�

10:00～11:00�

11:15～12:15�

13:45～14:45�

15:00～16:00

実施人数�

４�

４�

４�

４�

４�

４�

４�

４�

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り�

������

◎
歯
の
衛
生
週
間�

�

六
月
四
日
〜
十
日�

�「
じ
ょ
う
ぶ
な
歯�

�

い
つ
も
ご
は
ん
が�

�

お
い
し
い
ね
」�

�

　
食
べ
る
こ
と
は
、
健
康
の
源
で

あ
り
、
同
時
に
人
生
の
大
き
な
楽

し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
お
い
し
く
何
で
も
食
べ
る
た
め

に
は
、
丈
夫
な
歯
と
歯
ぐ
き
が
必

要
で
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、
①
正
し
い
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
。
②

食
べ
物
の
面
で
は
甘
い
も
の
（
砂

糖
）
を
控
え
る
よ
う
に
し
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
。
③

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
虫

歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
に
努
め

る
。
こ
れ
ら
が
歯
の
健
康
を
守
る

カ
ギ
で
す
。�

　
歯
か
ら
始
ま
る
か
ら
だ
全
体
の

健
康
。
さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。�

�

�����

　
四
月
十
五
日
、
七
戸
保
健
セ
ン

タ
ー
の
三
歳
児
健
康
診
査
に
お
い

て
、
む
し
ば
の
な
か
っ
た
お
子
さ

ん
で
す
。�（

　
　
）
内
は
、
町
内
名�

�������������������������

�

◎
青
森
県
に
お
け
る�

�

　
不
妊
支
援
対
策
に�

�

つ
い
て�

�

　
県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
等

を
対
象
に
、
専
門
の
医
師
に
よ
る

相
談
・
指
導
、
不
妊
治
療
の
正
し

い
知
識
や
最
新
の
治
療
法
の
紹
介

な
ど
を
行
う
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
を
弘
前
大
学
医
学
部
付
属
病

院
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、�

体
外
受
精
・
顕
微
受
精
の
「
特
定

不
妊
治
療
」
を
受
け
た
方
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
平
成
十

七
年
四
月
一
日
」
か
ら
「
青
森
県

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
不
妊
専
門
相
談
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
は
所
得
制

限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
県
こ
ど
も
み
ら
い
課
ま
た
は
最

寄
り
の
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。�

�

問
合
せ
先�

　
県
こ
ど
も
み
ら
い
課�

☎
０
１
７
｜
７
３
４
｜
９
３
０
３�

　
上
十
三
地
方
健
康
福
祉�

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
保
健
部
　�

☎ 

◯５３ 

３
１
０
１�

�

�

◎
つ
つ
が
虫
に�
�

注
意
し
ま
し
ょ
う�

�

　
つ
つ
が
虫
は
、
ダ
ニ
の
一
種
で

体
長
は
０．３
ミ
リ
で
、
う
す
い
赤
色

を
し
て
い
ま
す
。�

★
ど
ん
な
症
状
？�

　
つ
つ
が
虫
の
病
状
は
、
悪
寒
・

頭
痛
・
筋
肉
痛
な
ど
を
伴
う
発
熱

で
初
め
は
カ
ゼ
と
よ
く
似
た
症
状

を
示
し
ま
す
。
体
温
は
三
十
八
〜

四
十
度
位
で
す
が
、
そ
の
後
、
手

足
や
顔
面
な
ど
に
発
疹
が
よ
く
現

れ
ま
す
。�

★
予
防
対
策�

①
素
肌
の
露
出
を
避
け
る
た
め
、�

　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手

　
袋
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。�

②
草
地
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
、
寝

　
転
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。�

③
肌
の
露
出
部
分
に
ダ
ニ
よ
け
の

　
薬
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。�

④
山
林
な
ど
に
立
ち
入
っ
た
後
は

　
す
ぐ
に
入
浴
し
、
皮
膚
に
刺
し

　
口
が
な
い
か
確
認
し
た
上
で
必

　
ず
着
替
え
を
し
ま
し
ょ
う
。�

⑤
一
〜
二
週
間
後
カ
ゼ
の
様
な
発

　
熱
や
発
疹
な
ど
の
症
状
が
現
れ

　
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
の
診

　
察
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場

　
合
、
山
林
・
草
地
・
川
原
に
入

　
っ
た
こ
と
を
医
師
に
話
す
こ
と

　
が
大
切
で
す
。�

�

◎
成
分
献
血
の�

�

お
知
ら
せ�

�

　
成
分
献
血
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各

実
施
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
各
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
な
お
、
各
実
施
時
間
の
人
数

に
達
し
た
時
点
で
、
申
込
み
の
受

付
は
終
了
い
た
し
ま
す
。�

ぼ
く
ぼ
く
・
わ
た
し

わ
た
し�

む
し
ば
な
い
よ

む
し
ば
な
い
よ�

ぼ
く
ぼ
く
・
わ
た
し

わ
た
し�

む
し
ば
な
い
よ

む
し
ば
な
い
よ�

ぼ
く
・
わ
た
し�

む
し
ば
な
い
よ�

�
さか      い       まな      と�

酒　井　眞　斗 く　ん��
（蒼　前）�

歯みがき、がんばろうね。�

�
はま     むら     たけ      る�

濱　村　壮　琉 く　ん��
（上　町）�

これからも歯みがきをがんばります。�

�
た      むら              りょう�

田　村　　　亮 く　ん��
（舘　野）�

むしばがなくてよかったネ。ずっとそのままで…�

～ ６月の献血 ～�
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口座振替のご案内�
�

　町では現在、町税等の口座振替を行っておりますが、新たに郵便局でも口座振替（自動払込）できること

になりました。�

　口座振替は、金融機関等があなたに代わって、指定の預金口座から自動的に町税等を振替納付してくれる

便利な制度です。�

　安全、確実、便利な口座振替をぜひご利用下さい。�
�

�

口座振替できる町税等�
�

　◇町・県民税（個人の普通徴収分に限る）　　◇固定資産税　　◇軽自動車税　　◇国民健康保険税�

　◇介護保険料（第１号被保険者に限る）　　◇幼稚園保育料　　◇保育所保育料　　◇霊園管理料�

　◇学童保育クラブ利用料　　◇生活支援ハウス負担金　　◇町営住宅使用料　　◇町営住宅共益費�

　◇教員住宅使用料　　◇公共下水道事業受益者負担金（分担金）　　◇農業集落排水事業受益者分担金�

�

�

お申し込み方法�
�

　お申し込みは、口座をお持ちの下記金融機関等の窓口へ「口座振替依頼書」を提出して下さい。�

　※「口座振替依頼書」は七戸町内にある下記金融機関等の支店・支所窓口、役場各担当課窓口にあります。�

　※ご指定される預金口座は、納入義務者（申込者）の本人名義に限ります。�

　※お申し込みの際は、預金通帳と通帳印をご持参下さい。�

　※指定預金口座や依頼内容などに変更がなければ、毎年のお申し込みは必要ありません。�

�

�

口座振替できる金融機関等�
�

　◇みちのく銀行　本・支店　　　　◇青森銀行　本・支店　　　　◇十和田信用金庫　本・支店�

　◇青森県信用組合　本・支店　　　　◇八甲田農業協同組合　七戸支店�

　◇とうほく天間農業協同組合　本・支所　　　　◇郵便局�

�

�

口座振替開始時期�
�

　通常、申し込み日の１～２ヶ月後の納期のものから開始となりますので、お早めにお申し込み下さい。�

�

�

問合せ先�
�

◇町・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料�

　　税　務　課　　☎ ◯68 ２１１３　　E-mail:zeimu01@town.shichinohe.aomori.jp�
◇保育所保育料、霊園管理料、学童保育クラブ利用料�

　　社会生活課　　☎ ◯68 ２１１４　　E-mail:shakai01@town.shichinohe.aomori.jp�
◇生活支援ハウス負担金�

　　介護支援課　　☎ ◯68 ４６３１　　E-mail:kaigo01@town.shichinohe.aomori.jp�
◇幼稚園保育料、教員住宅使用料�

　　学　務　課　　☎ ◯62 ９７０１　　E-mail:gakumu01@town.shichinohe.aomori.jp�
◇町営住宅使用料、町営住宅共益費�

　　建　設　課　　☎ ◯62 ６２４４　　E-mail:kensetsu01@town.shichinohe.aomori.jp�
◇公共下水道事業受益者負担金（分担金）、農業集落排水事業受益者分担金�

　　下 水 道 課　　☎ ◯62 ６２４２　　E-mail:gesui01@town.shichinohe.aomori.jp
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　恒例の七戸川清掃が、6月12日㈰に行われます。年に
一度の清掃ですので、町民のみなさんのご協力をお願い

します。�

　七戸川清掃は、昭和47年に始まり、今年で34回目を

迎えます。当初は大量に捨てられていたゴミも町民みな

さんのご協力により年々少なくなり、清流を取り戻して

きました。七戸川はみんなの川です。七戸川に清流を取

り戻し、私たちの自然環境を守りましょう。�

●日　　時　６月１２日㈰�
　午前６時３０分～８時３０分　小雨決行�

　※午前６時に花火の合図がない場合は、６月19

　　日㈰に延期します。�

●持参するもの�

　草刈りガマや清掃用具など�

●注意事項�

　清掃作業には、けがや日射病などの危険があり

ますので、帽子をかぶるなどお互いに注意しましょ

う。尚、救急看護のため、保健センター健康広場

と新川原橋に保健師が待機していますので、けが

などが発生したら連絡して下さい。�

●清掃区域�

　図のとおり、各町内会ごとに清掃区域を決めま

したので、よろしくお願いします。�

６月１２日  七戸川清掃�
川は貴重な財産みんなの手で守りましょう�

戦没者等のご遺族の皆さまへ�
～特別弔慰金が支給されます～�

�

　特別弔慰金は戦後60周年にあたって、国が改めて戦没者等の遺族の方に対して、弔慰の意を表すために支

給されるものです。�

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年４月１日において、公務扶助料や遺族年金を受ける方がいない

場合に、第８回特別弔慰金として支給されます。�

●支給方法�
　額面40万円の記名国債で支給され、平成18年から平成27年まで10年間にわたって毎年４万円ずつ償還さ

れます。�

●支給対象者�
　対象となるご遺族は次の順番による最も順位が先のご遺族のお一人です。�

　１．弔慰金の受給権者�

　２．戦没者等の子�

　３．戦没者等と生計関係を有しており、かつ、戦没者等と氏が同じである　①父母　②孫　③祖父母　④
　　　兄弟姉妹�

　４．上記３以外の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹�
　５．上記１から４以外のご遺族で、戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有していた三親等

　　　内の親族�

●請求の期限�
　請求は平成20年３月31日までです。それまでに請求しませんと受給できなくなります。�

　※受け付けの開始時期などにつきましては、広報７月号でお知らせいたします。�

問合せ先　☎ ◯68 2114　E-mail:shakai01@town.shichinohe.aomori.jp

A

B

C

D

E

I

F

H

G

役場職員�

役場職員�
蒼前・舘野・南浦�

柏葉町�

柏葉町�

川原町� 役場職員�

     新川原�

横町・下町�
   小川町�

川向�

役場職員�

昭
和
橋�

七
戸
橋�新

川
原
橋�

八
幡
橋�

宇
道
坂
橋�

新町・袋町�

城内・上町�

東大町�

向町�

柏
葉
橋�

町内別清掃区域�



（7）�

問合せ先　☎ ◯68 2114　E-mail:shakai01@town.shichinohe.aomori.jp

�
　次の日程表のとおり、七戸、天間林地区において狂犬病予防注射を
行います。�
　狂犬病予防注射は、狂犬病予防法第5条第1項において毎年1回の
接種が義務づけられています。予防注射を受けない場合は、狂犬病予
防法第27条第2項の規定により、20万円以下の罰金が科せられます。�
対　象　犬�
　生後３ヶ月（91日）以上経過した犬�
料　　　金�
　新規登録料　３，０００円�
　（新しく犬を飼い始める時、犬が新しく生まれた時、飼主の住所が
　ある市町村区に登録することになりますので、社会生活課にて手
　続きをして下さい。）�
　注　射　料　３，０００円�
そ　の　他�
　飼主は七戸町に住民登録されていること。（飼主の住所がある市町
村区に登録）�
　新しく犬を飼い始める時（生まれた犬を含む）、飼犬が死亡、転入、
転出などにより飼主に変更がある場合は届出が必要です。�
　すでに登録済の方には個別に通知することになっていますが、か
かりつけの動物病院等で、すでに接種済で注射済票の発行を受けて
いない場合は、社会生活課へ届け出て下さい。�
　居住地区の日時、都合のつかない時は他地区どこでも受けられます。�
　犬のフンによる苦情が増えています。散歩させる時は、必ずフンを
取る用具を携帯するようにして下さい。�

七戸地区狂犬病予防注射日程表�

平成１７年度　第１回狂犬病予防注射について�

天間林地区狂犬病予防注射日程表�

実施日�時 間 �
  8:30～  8:40�
  8:50～  9:10�
  9:15～  9:25�
  9:30～  9:40�
  9:50～10:05�
10:10～10:20�
10:25～10:45�
10:55～11:10�
11:20～11:50�
  8:30～  9:20�
  9:30～  9:45�
  9:50～10:00�
10:05～10:20�
10:30～10:45�
10:55～11:20�
11:30～11:45�
  9:00～  9:50�
10:00～10:30�
10:35～10:50�
10:55～11:10�
11:20～11:35�
13:10～13:25�
13:30～13:45�
13:55～14:05�
  9:00～  9:15�
  9:20～  9:35�
  9:45～10:00�
10:05～10:10�
10:20～10:30�
10:40～10:55�
11:05～11:20�
11:25～11:40�
13:10～13:45�
13:50～14:15�
  9:00～  9:10�
  9:15～  9:30�
  9:35～  9:55�
10:00～10:10�
10:20～10:35�
10:45～11:00�
11:05～11:15�
11:25～11:45�
13:10～13:40�
13:45～14:15

場 所 �
治部袋集会所前�
倉岡生活改善センター前�
銀南木集落入口�
古内政志氏宅前（南斗内）�
瀬川龍雄氏宅前（左組）�
千葉清己氏宅前（鍛治林）�
作田川目生活改善センター前�
十和田ガス七戸営業所前�
奥山新太郎氏宅前（太田野）�
柏葉館前�
大池勉氏宅前（大池）�
老人福祉センター前�
七戸霊園管理棟前�
伊賀牛乳店前（上町）�
七戸道の駅（美術館前）�
荒熊内集会所前�
七戸小学校前�
柏葉町集会所前�
七戸総合運動公園入口（信号機側）�
下牧場官舎消防ポンプ置き場前�
鶴児平集会所前�
上川目生活改善センター前�
和田集会所前�
西野昌長氏宅前（向町）�
田原ふじゑ氏宅前（上田）�
山谷勝利氏宅前（山屋）�
西野集会所前�
荒町幸一氏宅前(萩ノ沢)�
道地川目集会所前�
菊地義明氏宅前（清水頭）�
見町集会所前�
中村集会所前�
蒼前神社前�
城南保育園前駐車場�
野左掛集会所前�
沼ノ沢駒踊り伝承館前�
野々上生活改善センター前�
横長根精米所前�
一の森集会所前�
中川理容店前（下川向）�
南部縦貫前（元七戸駅前）�
七戸保健センター前�
柏葉館前�
七戸南公民館前�

６
月
９
日
㈭

実施日� 時 間 �
10:00～10:15�
10:20～10:30�
10:35～10:45�
10:50～11:00�
11:05～11:15�
13:30～13:45�
13:50～14:00�
14:05～14:15�
14:20～14:25�
14:30～14:40�
10:00～10:15�
10:20～10:30�
10:35～10:50�
10:55～11:05�
11:10～11:25�
13:30～13:40�
13:45～14:00�
14:05～14:20�
14:25～14:35�
14:40～14:45�
14:50～15:00�
10:00～10:05�
10:10～10:35�
10:40～10:50�
10:55～11:00�
11:05～11:20�
11:25～11:35�
13:30～13:40�
13:45～13:55�
14:00～14:15�
14:20～14:30�
14:35～14:50�
14:55～15:00�
10:00～10:05�
10:10～10:20�
10:25～10:35�
10:40～10:55�
11:00～11:05�
13:30～13:40�
13:45～13:50�
13:55～14:05�
14:10～14:20�
14:25～14:35�
14:40～14:55�
10:00～10:10�
10:15～10:20�
10:25～10:30�
10:35～10:40�
10:45～10:55�
11:00～11:10�
13:30～13:35�
13:40～13:45�
13:50～14:05�
14:10～14:25�
14:30～14:35�
14:40～14:45�
10:00～10:10�
10:15～10:25�
10:30～10:45�
10:50～11:00�
11:05～11:20�
11:25～11:55�
14:00～14:15�
14:20～14:30

地 区 �
甲田�
李沢・李沢団地�
貝塚�
二ツ森�
昭和�
榎林３�
榎林２�
榎林１�
附田�
寺沢�
石沢�
舟場向�
一本木�
天間３�
天間４�
長沢�
中岫�
下野崎・花松�
上野崎�
狐久保�
原久保�
栄�
鳥谷部�
向中野�
手代森�
中野�
長下�
森中・協和・長下団地・中野団地�
桜木・けやき団地�
天間１�
天間２�
十字路・ききょう団地�
中嶋�
古和備�
底田�
市ノ渡�
哘１・２�
十枝内１・２�
夏間木１・２�
栗ノ木沢�
金木�
大沢�
松ヶ沢�
旭�
尾山頭�
柳平�
後平�
馬込�
曙�
蒼前１・２�
金沢�
向原子�
上原子�
白石�
白金�
原子�
坪３�
坪１�
坪２�
黄金�
小又�
道ノ上�
森ノ上・千鳥団地�
森ノ上・千鳥団地�

場 所 �
甲田幸政氏宅前�
李沢スクールバス停前�
附田鉄夫氏宅前�
二ツ森幸雄氏宅前�
高田重明氏宅前�
高田克雄氏宅前�
榎林土地改良区前�
中村陽一氏宅前�
附田勇氏宅前�
寺沢集会所前�
石沢集会所�
白銀忠晴氏宅前�
天間義雄氏宅前�
みらい天間事務所前�
簗田幸雄氏宅前�
長沢松寿氏宅前�
中岫集会所前�
四ヶ村集会所前�
上野崎集会所前�
洒井勝弘氏宅前�
西野勇夫氏宅前�
田嶋定雄氏宅前�
鳥谷部集会所前�
向中野悟氏宅前�
手代森廣氏宅前�
スタンド跡地�
旧縦貫鉄道駅前�
森ノ上コミュニティセンター前�
天間喜久志氏宅前�
逓駅正六氏宅前�
天間章八氏宅前�
天間　輝氏宅前�
向中野幸一氏宅前�
古内定雄氏宅前�
田中正男氏宅前�
市ノ渡勝則氏宅前�
哘地区集会所前�
哘崎功氏宅前�
哘崎英視氏宅前�
中野次郎氏宅前�
角鹿昇氏宅前�
鳥谷部佐一氏宅前�
鳥谷部正信氏宅前�
力石家畜医院前�
尾山頭集会所前�
柳平スクールバス停前�
田嶋義孝氏宅前�
馬込集会所前�
曙集会所前�
蒼前集会所前�
金沢一夫氏宅前�
原子義吉氏宅前�
上原子春治氏宅前�
白石スクールバス停前�
八嶋金一氏宅前�
原子登氏宅前�
坪孝夫氏宅前�
飯塚商店前�
坪岩男氏宅前�
高岡和人氏宅前�
小又集会所前�
道ノ上コミュニティセンター前�
七戸町中央公民館前�
天間長生院前�

６
月
２３
日
㈭

６
月
２４
日
㈮

６
月
２７
日
㈪

６
月
２８
日
㈫

６
月
２９
日
㈬

６
月
３０
日
㈭

６
月
１５
日
㈬

６
月
１４
日
㈫

６
月
１０�
日
㈮

６
月
１３
日
㈪
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新町の将来像新町の将来像�

潤いと彩りあふれる田園文化都市をめざして潤いと彩りあふれる田園文化都市をめざして�

新「七戸町」「七戸町」の�

町章町章・町の町の「花「花・木・鳥」鳥」�

大募集大募集�

新町の将来像�

潤いと彩りあふれる田園文化都市をめざして�

新「七戸町」の�

町章・町の「花・木・鳥」�

大募集�募集期間：�6月1日（水）～7月1日（金）�
募集期間：�
6月1日（水）～7月1日（金）�

�
平
成
１７
年
３
月
３１
日
に
誕
生
し
た

新
「
七
戸
町
」
の
町
章
（
町
の
マ
ー

ク
）
及
び
町
の
「
花
・
木
・
鳥
」
を
募

集
し
ま
す
。�

町章募集要項�
応募資格�
●七戸町町民または出身者で、著作の使用に制約がない方。�
募集する町章�
●新町のイメージにふさわしい町章であること。�
●町旗、バッジ、印刷物などにも使用できる簡易でシンプルなデザインで
　あること。�
●用紙の地色を含め、4色以内。グラデーション（ぼかし、濃淡）は不可。�
●単色で表現してもイメージや安定感が損なわれないもの。�
●自作の未発表作品であること。�
●他の市町村章や商標などと類似しないデザインであること。既発表のデ
　ザインと同一若しくは類似の作品または他の著作権等の侵害があること
　が明確になった場合は無効とする。�
応募方法�
●１人何点でも応募可。�
●応募は、指定の応募用紙または縦横15センチメートルの枠を書いたA４
　版白色用紙（天地を表示）を縦長で使用し、「デザインの趣旨（100字程度）」、
　「郵便番号」、「住所」、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「性別」お
　よび「電話番号」を記載すること。用紙１枚につき１作品とする。�
　※必要事項が記載されていない作品は、無効とする場合があります。�
●応募は、持参または封書による郵送のみ。�
　※デザインの趣旨を尊重するため、電子メール・FAXでの応募は不可と
　　します。�
●応募締切は、持参の場合は締切到着分まで。郵送の場合は締切消印分ま
　でを有効とします。�
選定方法�
①応募作品の中から、選考委員会にて審査、３点以内を選考します。�
②今回は、デザイナーによる企画提案も同時に実施しております。選考委
　員会で選考された３点以内と、デザイナーによる企画提案から選考され
　た５点以内について、住民アンケートを実施した上で１点を選定します。�
賞　　金�
　皆さまから応募された作品の中から、次の賞を決定します。�
●優秀賞　３点　　２０，０００円�
　住民アンケートの結果、優秀賞の中から採用作品がでた場合、�
●最優秀賞として１００，０００円�
　ただし、優秀賞との二重贈呈はいたしません。�
そ の 他�
●応募作品は返却いたしません。�
●採用されたデザイン案は、必要に応じて補作・修正する場合またはモノ
　クロで使用する場合があります。�
●採用作品の著作権は「七戸町」に帰属します。�

町の「花・木・鳥」募集要項�
応募資格�
●七戸町に住所を有する方。�
募集する町の「花」・「木」・「鳥」�
①七戸町のイメージにふさわしいこと。�
②町民になじみが深いこと。�
③町民に親しまれていること。�
④希少価値があり、保護育成が必要なこと。�
⑤七戸町を象徴するものであること。�
　以上のいずれかに該当するものを応募
してください。�
応募方法�
●規定の応募用紙を使用し、次の事項を
　必ず記入のうえ、郵送、FAX、持参の
　いずれかにより応募してください。�
●応募の際は、次の事項をもれなく記入
　してください。�
　・七戸町の「花」・「木」・「鳥」にふさわし
　　いと思われるものとその理由�
　・住所、氏名、電話番号�
●各項目において１人１回の応募とします。�
●町の「花」・「木」・「鳥」のうち、いずれか
　だけの応募も可能です。�
●応募締切は、持参・FAXの場合は締切
　到着分まで。郵送の場合は締切消印分
　までを有効とします。�
選考方法�
●応募作品の中から、選考委員会で審議・
　選考します。�
賞　　金�
　各項目につき３名…10,000円�
　（採用された町の「花」・「木」・「鳥」に応
　募した方の中からそれぞれ抽選。重複
　当選の場合は再抽選します）�

問合せ・応募先　七戸町役場　まちづくり推進課�
〒039－2792　七戸町字森ノ上131－4　☎68－4677　FAX 68－2633�

詳細は　http://www.town.shichinohe.aomori.jp/

うるお　　　　いろどうるお　　　　いろど�うるお　　　　いろど�
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下
水
道
加
入
促
進
の
お
願
い�

�

　
町
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
公
共
水
域
の
水
質
保
全
の

た
め
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。�

　
供
用
開
始
さ
れ
た
地
区
で
は
家

庭
雑
排
水
「
台
所
・
風
呂
・
汚
水

等
」
を
側
溝
に
流
す
こ
と
は
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
排
水

設
備
工
事
を
行
い
下
水
道
へ
の
速

や
か
な
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
尚
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内

に
排
水
設
備
工
事
を
完
了
し
た
場

合
に
は
加
入
促
進
奨
励
金
６
万
円

を
交
付
し
ま
す
。
（
交
付
要
件
が

あ
り
ま
す
。
）
平
成
１５
年
度
供
用

開
始
地
区
（
平
成
１４
年
度
工
事
実

施
地
区
）
、
及
び
中
野
西
地
区
農

業
集
落
排
水
区
域
に
つ
い
て
は
、�

平
成
１８
年
３
月
３１
日
で
加
入
促
進

奨
励
金
の
対
象
期
間
が
過
ぎ
ま
す

の
で
、
早
め
に
排
水
設
備
工
事
を

行
い
ま
し
ょ
う
。�

　
排
水
設
備
工
事
は
、
町
指
定
工

事
店
で
行
っ
て
下
さ
い
。�

問
合
せ
先
　
下
水
道
課�

☎ 

◯６２ 

６
２
４
２�

　E
-m
a
il:g
esu
i0
1
@
to
w
n
.�

sh
ich
in
o
h
e.a
o
m
o
ri.jp
�

����  

七
戸
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
が
７
月
１９
日
で
満
了
と
な
る
た

め
、
き
た
る
７
月
１０
日
に
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙（
統
一
選
挙
）

が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
当
町
の
農
業
委
員
会
委
員
は
、�

農
業
者
が
直
接
選
挙
す
る
委
員
１５

人
で
す
。�

◆
告

示

日
　
７
月
５
日
㈫�

◆
投

票

日
　
７
月
１０
日
（日）
　�

　
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
ま
で �

◆
投
票
方
法
　
自
書
式
投
票
（
投

　
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
自

　
書
す
る
方
法
）�

◆
選
挙
資
格�

　
平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
で
当

町
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
６０
年
４

月
１
日
以
前
に
出
生
し
た
方
で
、�

平
成
１７
年
３
月
３１
日
で
確
定
し
た

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
投
票
で
き

ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
、
は
が
き
式
の
投
票
所

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
が
、
入
場

券
の
届
か
な
い
場
合
は
選
挙
管
理

委
員
会
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。
な

お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。�

◆
期
日
前
投
票�

　
期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
の
前�

����

日
ま
で
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
で
き

る
制
度
で
、
出
稼
ぎ
や
出
張
な
ど

に
よ
り
、
投
票
日
に
町
内
に
不
在

の
方
や
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指

定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。�

○
期
　
日
　
７
月
６
日
㈬
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
９
日
㈯�

○
時
　
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
８
時�

○
場
　
所
　
選
挙
管
理
委
員
会�

　
　
　
　
（
旧
七
戸
町
役
場
及
び

　
　
　
　
　
旧
天
間
林
村
役
場
）  �

◆
立
候
補
の
届
出�

　
立
候
補
届
出
の
受
付
は
、
７
月

５
日
㈫
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
の
１
日
限
り
で
す
。�

場
所
は
役
場
２
階
会
議
室
で
行
い

ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
届
出
書
類
等
の
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。�

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会�

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

○
日
　
時
　
６
月
２１
日
㈫
　�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
よ
り�

○
場
　
所
　
役
場
２
階
会
議
室  �

問
合
せ�

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局�

☎ 

◯６８ 

２
９
５
２�

�

七

戸

花

友

会

か

ら

�
�

　
七
戸
花
友
会
で
は
、
次
に
よ
り

春
の
さ
つ
き
花
季
展
示
会
と
山
野

草
展
を
開
催
し
ま
す
。�

　
尚
、
即
売
品
及
び
無
料
進
呈
品

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。�

日
　
時
　
６
月
１１
日
㈯
・
１２
日
㈰�

　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時�

場
　
所
　
南
公
民
館
集
会
室�

連
絡
先
　
☎ 

◯６２ 

２
０
８
４�

（
田
中
）�

�

七

戸

さ

つ

き

�

盆

栽

愛

好

会

か

ら

�
�

　
七
戸
さ
つ
き
盆
栽
愛
好
会
で
は
、

次
の
と
お
り
さ
つ
き
花
の
展
示
会

を
行
い
ま
す
。�

日
　
　
時
　
６
月
１９
日
㈯�

��������������

　
　
　
　
　
　
１０
時
〜
１６
時�

　
　
　
　
　
６
月
２０
日
㈰�

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１５
時�

場
　
　
所
　
南
公
民
館�

　
尚
、
当
日
は
花
後
の
手
入
れ
、�

管
理
等
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。�

問
合
せ
先
　
荒
澤�☎ 

◯６２ 

３
９
０
３�

�

う
そ
の
請
求
に
ご
注
意
を�

�

　
東
北
電
力
又
は
東
北
電
力
に
似

た
架
空
の
電
気
工
事
店
を
か
た
っ

て
訪
問
し
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
メ
ー
タ
ー
の
修
理
・
取
替
代
金

の
請
求
、
電
気
料
金
が
安
く
な
る

と
の
ふ
れ
込
み
で
、
契
約
加
入
料

金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
、
不
審
に

思
っ
た
ら
、
『
身
分
証
明
書
』
の�

ご
案
内

ご
案
内�
ご
案
内

ご
案
内�

各委員決まる�
�

　５月16日、平成17年第２回七戸町

議会臨時会が行われ、それぞれの委員

が決まりました。�

（敬称略）�

�

教 育 委 員 �
�

新田　チカ、新谷　勝弘、附田　英輔�

中村　公一、山本　　覺�

�

七 戸 町 監 査 委 員 �
�

新舘　昭子、附田　　進�

�

七戸町固定資産評価�
審 査 委 員 会 委 員 �

�

立崎　義行、鳥谷部靖憲、石田捷太郎�

七
戸
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙�

（9）�



提
示
を
求
め
て
下
さ
い
。�

問
合
せ
先�

　
東
北
電
力
十
和
田
営
業
所�

　
十
和
田
市
西
三
番
町
７
｜
１�

☎ 

◯２５ 

５
０
０
５�

�

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹�

�

　
七
戸
山
桜
の
会
（
川
村
俊
男
会

長
）
は
４
月
２９
日
、
国
道
３９４
号
線

沿
い
山
舘
地
区
に
、
地
元
の
老
人

ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
な
ど
お
よ
そ

４０
人
が
参
加
し
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
５０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。�

�

現

況

届

は

忘

れ

ず

に�

提

出

し

ま

し

ょ

う

�
�

　
国
民
年
金
等
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
回
誕
生

月
に
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た

め
の
、
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
は
が
き
形
式
の
用
紙
が
、
毎
年

誕
生
月
の
初
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
の

必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。�

　
ま
た
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
で
障
害
の
程
度
を
確
か
め
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
診
断
書
の

用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
診

断
書
を
医
師
に
記
入
し
て
も
ら
い

提
出
し
て
下
さ
い
。�

　
な
お
、
年
金
を
受
け
始
め
て
か

ら
１
年
以
内
の
誕
生
月
や
、
年
金

の
金
額
が
支
給
停
止
に
な
っ
て
い

る
時
に
は
現
況
届
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
用
紙
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。�

　
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、�

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。
支

払
い
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
年
金

は
、
現
況
届
の
提
出
が
確
認
さ
れ

れ
ば
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

　
も
し
、
誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ

て
も
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い

時
や
用
紙
を
な
く
し
た
時
は
、
役

場
国
民
年
金
担
当
窓
口
又
は
お
近

く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
問
い

合
せ
下
さ
い
。�

�

６
月
の
国
民
年
金
保
険
料�

納
付
相
談
日�

１５
日
㈬
　
１１
時
〜
１５
時�

　
　
　
　
柏
葉
館�

１７
日
㈮
　
１１
時
〜
１５
時�

　
　
　
　
役
場
１
階
会
議
室�

�

６
月
の
移
動
年
金
相
談
日�

２２
日
㈬
　
１１
時
〜
１４
時
３０
分�

　
　
　
　
柏
葉
館�

問
合
せ
先�

　
町
民
課
国
民
年
金
係�

☎ 

◯６８ 

２
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１
２�
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m
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w
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o
h
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m
o
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支
所
庶
務
課
国
民
年
金
係�

☎ 

◯６２ 

２
１
１
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o
h
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o
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o
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�

十
和
田
県
税
事
務
所
か
ら�

�

　
６
月
３０
日
㈭
は
、
自
動
車
税
の

納
期
限
で
す
。�

　
最
寄
り
の
銀
行
・
信
用
金
庫
等

の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
又
は
県

税
事
務
所
の
窓
口
で
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。�

　
又
、
十
和
田
県
税
事
務
所
で
は

次
の
と
お
り
休
日
開
庁
と
窓
口
時

間
の
延
長
を
行
い
ま
す
。
自
動
車

税
等
の
県
税
の
納
付
の
受
付
け
及

び
納
税
相
談
等
を
行
い
ま
す
。�

６
月
２５
日
㈯
〜
６
月
２６
日
㈰�

　
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分�

６
月
２７
日
㈪
〜
６
月
３０
日
㈭�

　
８
時
３０
分
〜
２０
時�

※
県
内
の
各
県
税
事
務
所
に
お
い

　
て
も
、
同
様
に
休
日
開
庁
・
窓

　
口
時
間
の
延
長
を
実
施
し
て
い

　
ま
す
。�

問
合
せ
先�

　
十
和
田
県
税
事
務
所
納
税
課�

　
　
十
和
田
市
西
十
二
番
町
２０ 

｜

　
　
１２�

　
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階�

☎ 

◯２２ 

８
１
１
１�

内
線
２
１
３
・
２
１
４�

　
県
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

　
　h

ttp
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w
w
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a
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o
ri.jp
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u
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�

５

年

に

１

度

の

�

一

大

イ

ベ

ン

ト

�
�

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
。�

　
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、
１０

月
１
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
、�

回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、�

調
査
票
の
配
布
・
受
け
取
り
に
う

か
が
い
ま
す
。�

　
国
勢
調
査
は
未
来
の
羅
針
盤
と

し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
生
か
さ

れ
ま
す
。�

　
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が

あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。�

��������

問
合
せ
先
　
企
画
調
整
課�

☎ 

◯６８ 

２
９
４
０�

　E
-m
a
il:k
ik
a
k
u
0
1
@
to
w
n
.�

sh
ich
in
o
h
e.a
o
m
o
ri.jp
�

�

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
開
設�

�

　
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
み
、
「
法
務
局
な

ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。�

　
相
談
は
、
登
記
、
土
地
の
境
界
、

相
続
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ

ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
虐

待
、
そ
の
他
困
っ
て
い
る
問
題
が

あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。�

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。�

日
　
　
　
時�

　
６
月
４
日
㈯
　
１０
時
〜
１５
時�

場
　
　
　
所�

　
青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局�

　
（
十
和
田
奥
入
瀬
合
同
庁
舎
１

　
階
共
用
会
議
室
）�

　
（
十
和
田
市
役
所
東
隣
・
国
の

　
合
同
庁
舎
）�

相
談
担
当
者�

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

　
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士�

主
　
　
　
催�

　
青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局
、

　
十
和
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会�

共
　
　
　
催�

　
司
法
書
士
会
十
和
田
支
部
、
土

　
地
家
屋
調
査
士
会
十
和
田
支
部�

問
合
せ
先�

　
青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局

　
総
務
課�

☎ 

◯２３ 

２
４
２
４�

（10）�



�

融

資

の

ご

案

内

�
�

　
町
で
は
、
県
信
用
保
証
協
会
と
、

中
小
企
業
者
の
事
業
資
金
に
か
か

る
借
入
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
次

の
特
別
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。�

　
地
元
中
小
企
業
者
の
利
用
し
や

す
い
制
度
と
し
て
、
き
め
細
か
な

対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
利
用
下

さ
い
。�

特
別
保
証
制
度
（
◯小 

＝
簡
易
小

口
資
金
、
◯近 

＝
近
代
化
資
金
）�

保
証
金
額
　
◯小 

１
千
万
円
、
◯近 

　
２
千
万
円�

期
　
　
間
　
◯小 

運
転 

７
年
以
内

　
（
措
置
６
ヶ
月
以
内
）
、
設
備

　
７
年
以
内
（
措
置
１
年
以
内
）
、

　
◯近 

運
転
　
１０
年
以
内（
措
置
６

　
ヶ
月
以
内
）
、
設
備
１０
年
以
内

　
（
措
置
１
年
以
内
）�

貸
付
利
率
　
３．９
％
以
内�

保

証

料
　
年
率
１．２８
％�

問
合
せ
先�

　
県
信
用
保
証
協
会
十
和
田
支
所�

☎ 

◯２３ 

４
３
３
１�

　
商
工
観
光
課�

☎ 

◯６２ 

９
７
０
３�

　E
-m
ail:sh

ou
k
an
0
1
@
tow
n
.�

sh
ich
in
oh
e.aom

ori.jp�

�

国

土

交

通

省

か

ら

�
�

　
６
月
は
「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
と
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
黒

煙
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
強
化
月
間
で
す
。�

　
国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
交
通

の
秩
序
を
乱
し
、
排
出
ガ
ス
に
よ

る
大
気
汚
染
、
騒
音
な
ど
の
環
境

問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ

て
い
る
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１７
年
度
も
、

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」、

「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
黒
煙
・
ク
リ
ー
ン
キ�

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
青
森
運
輸
支
局
に
お
い
て
も
、

強
化
月
間
中
、
街
頭
検
査
と
出
前

講
座
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
街
頭
検
査
に
つ
い
て
は
、�

県
警
察
、
自
動
車
検
査
独
立
行
政

法
人
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
、
そ

の
他
関
係
団
体
と
協
力
し
、
不
正

改
造
車
両
に
厳
し
く
対
処
し
て
い

き
ま
す
。�

〈
重
点
排
除
項
目
〉�

①
視
認
性
、
被
視
認
性
を
低
下
さ

　
せ
る
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ

　
ル
ム
等
の
貼
付
及
び
フ
ロ
ン
ト

　
ガ
ラ
ス
へ
の
装
飾
板
の
装
着�

②
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
等
不
適
切
な
灯

　
火
器
の
取
付�

③
騒
音
の
増
大
を
招
く
基
準
不
適

　
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着�

④
国
の
検
査
を
受
け
た
後
の
さ
し

　
枠
取
付
等
の
二
字
架
装�

⑤
燃
料
噴
射
ポ
ン
プ
の
封
印
の
取

　
り
外
し
等
に
よ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　
黒
煙
の
悪
化�

⑥
不
正
軽
油
の
使
用�

　
検
査
の
結
果
、
不
正
改
造
車
に

対
し
て
は
整
備
命
令
を
発
令
す
る

と
と
も
に
、
前
面
ガ
ラ
ス
に
整
備

命
令
標
章
を
貼
付
し
ま
す
。
又
、�

整
備
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、�

車
両
の
使
用
停
止
等
を
含
む
厳
正

な
処
分
を
行
い
ま
す
。�

　
青
森
運
輸
支
局
及
び
八
戸
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所
に
、
迷
惑
改

造
車
相
談
窓
口
「
不
正
改
造
車
１１０

番
」
と
迷
惑
黒
煙
相
談
窓
口
「
黒

煙
１１０
番
」
を
設
置
し
、
寄
せ
ら
れ

た
情
報
に
基
づ
い
て
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
改
善
を
求
め
ま
す
。�

問
合
せ
先�

　
青
森
運
輸
支
局
整
備
課�

担
当
　
高
橋
、
有
馬�

☎
０
１
７
｜
７
３
９
｜
１
５
０
４�

�

地

域

創

業

助

成

金

�
�

支
援
の
内
容�

　
創
業
経
費
の
支
援
（
創
業
経
費

　
の
３
分
の
１
を
支
給
）�

　
雇
い
入
れ
の
支
援
（
１
人
あ
た

　
り
最
大
３０
万
円
を
支
給
）�

主
な
受
給
の
要
件�

　
地
域
貢
献
事
業
の
創
業
、
地
域

　
貢
献
事
業
計
画
の
認
定�

　
２
人
以
上
の
雇
い
入
れ�

支
給
ま
で
の
流
れ�

　
①
計
画
の
申
請
②
計
画
の
認
定

　
③
２
人
以
上
の
雇
い
入
れ
④
支

　
給
申
請
⑤
助
成
金
の
支
給�

問
合
せ
先�

　
㈳
高
年
齢
者
雇
用
開
発
協
会�

　
青
森
市
長
島
２
丁
目
１
｜
２�

　
新
藤
ビ
ル
３
階�

☎
０
１
７
｜
７
７
５
｜
４
０
６
３�

�

売
掛
債
権
担
保
融
資
制
度�

を

ご

利

用

下

さ

い

�
�

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
者
が

売
掛
先
に
対
し
て
保
有
し
て
い
る

売
掛
債
権
を
担
保
と
し
た
融
資
に

対
す
る
保
証
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

中
小
企
業
者
の
事
業
資
金
の
融
通

に
つ
い
て
円
滑
化
・
多
様
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。�

概
　
要�

保
証
対
象�

　
事
業
者
に
対
す
る
売
掛
債
権
を

　
保
有
す
る
中
小
企
業
者�

対
象
資
金
　
事
業
資
金�

保
証
限
度
額�

　
１
億
円
以
内�

　
但
し
、
保
証
割
合
は
借
入
金
債

　
務
の
９０
％�

保
証
期
間�

　
１
年
間
（
個
別
保
証
の
場
合
は

　
１
年
以
内
）�

貸
付
形
式
　
手
形
貸
付�

保
証
料
率
　
年
０．８５
％�

返
済
方
法
　
期
日
一
括
返
済�

担
　
　
保�

　
申
込
人
の
有
す
る
売
掛
債
権
の

　
み
を
譲
渡
担
保
と
し
て
徴
求
す

　
る�

保

証

人�

　
法
人
代
表
者
以
外
の
保
証
人
は

　
徴
求
し
な
い�

取
扱
金
融
機
関�

　
こ
の
制
度
に
賛
同
す
る
金
融
機

　
関�

������

町

営

住

宅

入

居

者

�
�

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
か
ら
の
退

居
者
に
伴
い
、
次
に
よ
り
入
居
者

を
募
集
い
た
し
ま
す
。�

入
居
募
集
住
宅�

①
倉
越
団
地
　
１
戸（
２
階
部
分
）�

　
所
在
地
　
七
戸
町
字
倉
越
４
｜

　
１
（
旧
七
戸
町
内
）�

　
管
理
開
始
年
度
　
平
成
１３
年
度�

　
構
造
　
２
階
建
　
３
Ｄ
Ｋ�

　
床
面
積
　
７５．２
㎡�

②
第
２
野
続
団
地
　
１
戸�

　
所
在
地
　
七
戸
町
字
野
続
２２ 

｜

　
４
（
旧
七
戸
町
内
）�

　
管
理
開
始
年
度
　
昭
和
５４
年
度�

　
構
造
　
平
屋
建（
長
屋
）３
Ｄ
Ｋ�

　
床
面
積
　
３８．３
㎡�

③
道
ノ
上
団
地
　
１
戸�

　
所
在
地
　
七
戸
町
字
道
ノ
上
１３４

　
｜
１
（
旧
天
間
林
村
内
）�

募
　
集

募
　
集�

募
　
集

募
　
集�

（11）�



　
管
理
開
始
年
度
　
平
成
１５
年
度�

　
構
造
　
平
屋
建
　
３
Ｄ
Ｋ�

　
床
面
積
　
４１．４
㎡�

　
※
道
ノ
上
団
地
は
昭
和
４０
年
度

　
　
に
建
設
さ
れ
、
平
成
１５
年
度

　
　
に
一
部
改
修
済
で
す
。�

入
居
予
定
期
日�

　
平
成
１７
年
７
月
上
旬
予
定�

家
　
　
　
　
賃�

　
入
居
者
の
収
入
状
況
等
に
よ
り

金
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。�

敷
　
　
　
　
金�

　
入
居
家
賃
の
３
ヵ
月
分�

入
居
者
資
格�

　
次
に
よ
る
条
件
を
満
た
し
て
い

　
る
者
①
現
に
同
居
し
、
又
は
同

　
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
こ
と
②
規
定
さ
れ
た
収
入
以
下

　
で
あ
る
こ
と
③
現
に
住
宅
に
困

　
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

　
あ
る
こ
と
④
住
民
税
等
を
滞
納

　
し
て
い
な
い
こ
と�

申

込

期

日�

　
６
月
６
日
㈪
〜
１７
日
㈮�

持
参
す
る
も
の�

　
①
印
鑑
②
住
民
票
の
写
し
③
所

　
得
証
明
書
（
平
成
１６
年
分
）
※

　
所
得
が
無
し
で
も
必
要
で
す
。�

申
込
・
問
合
せ
先�

　
本
庁
総
合
窓
口
（
旧
天
間
林
村

　
役
場
）�

☎ 

◯６８ 

２
１
１
５�

　
七
戸
庁
舎
建
設
課�

☎ 

◯６２ 

６
２
４
４�

　E
-m
ail:k
en
setsu

0
1
@
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n
.�

sh
ich
in
oh
e.aom

ori.jp�

�

女

性

フ

ォ

ー

ラ

ム

�

七

戸

会

員

募

集

�
�

　
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
社
会

活
動
に
参
画
し
、
地
域
づ
く
り
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
教

育
・
環
境
・
福
祉
・
男
女
共
同
参

画
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽
に
話
し

合
え
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
主
な
活
動
と
し
て
「
今
、
自
分

達
が
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

学
習
会
や
講
演
会
、
他
市
町
村
の

見
学
交
流
な
ど
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
（
力
を
つ
け
て
い
く
）
講
座

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

対
象
　
町
内
在
住
の
女
性
で
あ
れ

　
ば
ど
な
た
で
も�

申
込
み
・
問
合
せ
先�

　
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
戸
事
務
局

　
企
画
調
整
課�

☎ 

◯６８ 

２
９
４
０�

　E
-m
a
il:k
ik
a
k
u
0
1
@
to
w
n
.�

sh
ich
in
o
h
e.a
o
m
o
ri.jp
�

�

町

民

登

山

参

加

者

�
�

行

き

先
　
岩
手
県
岩
手
山�

　
　
　
　
　
（
２，

０
３
８
ｍ
）�

日
　
　
時
　
７
月
１０
日
㈰�

　
　
　
　
　
４
時
七
戸
支
所
前
集�

　
　
　
　
　
合
・
出
発�

　
　
　
　
　
１９
時
帰
町
予
定�

※
詳
細
は
、
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。�

対
　
　
象
　
小
学
生
以
上
（
但
し

　
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）�

定
　
　
員
　
４０
名�

持

ち

物
　
雨
具
・
昼
食
・
そ
の

　
他
登
山
道
具�

参

加

料
　
１
人
　
千
円�

　
注
①
　
前
記
の
金
額
に
は
、
保

　
　
　
　
険
料
・
高
速
代
を
含
ん

　
　
　
　
で
お
り
ま
す
。�

　
注
②
　
参
加
人
数
に
よ
り
金
額

　
　
　
　
が
変
更
と
な
る
場
合
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す
。�

　
注
③
　
参
加
料
は
当
日
ご
持
参

　
　
　
　
下
さ
い
。�

募
集
期
間
　
６
月
１
日
㈬
〜�

　
　
　
　
　
　
　
２４
日
㈮�

主
　
　
催
　
教
育
委
員
会�

主
　
　
管
　
七
戸
山
岳
会�

申
込
み
・
問
合
せ
先�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課�

☎ 

◯６２ 

９
７
０
６�

　E
-m
a
il:sp
o
rts0
1
@
to
w
n
.�

sh
ich
in
o
h
e.a
o
m
o
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�

�

春

夏

の

ド

ラ

イ

ブ

�
絶

景

ポ

イ

ン

ト

�
�

　
上
十
三
地
域
道
路
か
ら
見
え
る

『
春
夏
の
ド
ラ
イ
ブ
絶
景
ポ
イ
ン

ト
』
を
教
え
て
下
さ
い
。
上
十
三

地
域
広
域
連
携
塾
で
は
、
あ
な
た

の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
採
用
の
方
に
は
、
抽
選
で

１０
名
の
方
に
は
２
千
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。�

連
絡
先
　
上
十
三
地
域
広
域
連
携

　
塾
事
務
局�☎

・
ＦＡＸ 

◯５３ 

９
５
０
０�

　E
-m
a
il:a
rch
im
ed
es1
�

@
o
rio
n
.o
cn
.n
e.jp
�

　U
R
L
 h
ttp
://w
w
w
1
6
.�

o
cn
.n
e.jp
/

‾k
a
m
i1
0
3
/�

�

放

送

大

学

学

生

�
�

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
１７
年
度

第
２
学
期
（
１０
月
入
学
）
「
教
養

学
部
生
」
、
「
大
学
院
修
士
科
目

生
」
及
び
「
大
学
院
修
士
選
科
生
」

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
修
士
課
程
を
修
了
し
て

学
位
「
修
士
（
学
術
）
」
の
資
格

取
得
を
目
指
す
、
平
成
１８
年
度
「
大

学
院
修
士
全
科
生
」
の
学
生
を
年

１
回
募
集
し
ま
す
。�

【
募
集
学
生
】�

①
教
養
学
部
（
入
学
試
験
は
あ
り

　
ま
せ
ん
）�

　
科
目
履
修
生�

　
　
１
学
期
間
（
６
ヶ
月
）
在
学

　
　
し
、
希
望
す
る
教
養
学
部
の

　
　
科
目
を
履
修
す
る
学
生�

　
選
科
履
修
生�

　
　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

　
　
教
養
学
部
の
科
目
を
履
修
す

　
　
る
学
生�

　
※
１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も

　
　
入
学
で
き
、
幅
広
い
分
野
の

　
　
科
目
（
約
３００
科
目
）
か
ら
学

　
　
べ
ま
す
。�

　
全
科
履
修
生�

　
　
４
年
以
上
在
学
し
、
「
学
士

　
　
（
教
養
）
」
の
学
位
の
取
得

　
　
を
目
指
す
学
生�

　
※
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

　
　
か
ら
も
３
年
次
編
入
学
が
で

　
　
き
ま
す
。�

②
大
学
院�

　
修
士
科
目
生
　�

　
　
１
学
期
間
（
６
ヶ
月
）
在
学

　
　
し
、
希
望
す
る
大
学
院
の
科

　
　
目
を
履
修
す
る
学
生�

　
修
士
選
科
生�

　
　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

　
　
大
学
院
の
科
目
を
履
修
す
る

　
　
学
生�

　
※
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で

　
　
も
入
学
で
き
ま
す
。�

　
修
士
全
科
生�

　
　
修
士
（
学
術
）
の
学
位
取
得

　
　
を
目
指
す�

　
※
修
士
全
科
生
の
み
入
学
者
選

　
　
考
が
あ
り
ま
す
。�

【
視
聴
方
法
】�

　
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
や
放
送
大

学
の
授
業
を
放
送
し
て
い
る
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス
で
授
業
の
再
視
聴
も
で
き
、
ご

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
た
学
習
が

で
き
ま
す
。�

【
出
願
受
付
期
間
】�

平
成
１７
年
１０
月
入
学�

　
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目�

（12）�



　
生
・
大
学
院
修
士
選
科
生�

　
　
６
月
１５
日
㈬
〜
８
月
３１
日
㈬�

平
成
１８
年
４
月
入
学�

　
大
学
院
修
士
全
科
生�

　
　
８
月
２５
日
㈭
〜
９
月
１４
日
㈬�

※
募
集
要
項
は
６
月
１５
日
か
ら
無

　
料
で
配
布
し
ま
す
。�

問
合
せ
先�

　
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
〒
０
３
６
｜
８
５
６
０�

　
弘
前
市
文
京
町
１
（
弘
前
大
学

　
創
立
５０
周
年
記
念
会
館
内
）�

☎
０
１
７
２ 

◯３８ 

０
５
０
０�

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス�

　
〒
０
３
９
｜
１
１
０
２�

　
八
戸
市
１
番
町
１
｜
９
｜ 

２２�

　
（
八
戸
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

　
ン
タ
ー
﹇
ユ
ー
ト
リ
ー
﹈
内
）�

☎
０
１
７
８ 

◯７０ 

１
６
６
３�

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　
　h

ttp
://w
w
w
.�

u
-a
ir.a
c.jp
/h
p
�

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
資
料
請

　
求
・
出
願
が
で
き
ま
す
。�

�����������

�

第
２６
回
青
少
年
国
際
交
流�

キ

ャ

ン

プ

参

加

者

�
�

　
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
富

士
登
山
を
し
ま
せ
ん
か
？�

期
　
間
　
８
月
３
日
㈬
〜
７
日
㈰�

　
　
　
　
４
泊
５
日�

場
　
所
　
山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ�

　
　
　
　
ャ
ン
プ
場�

定
　
員
　
日
本
人
　
１４０
人�

　
　
　
　
外
国
人
　
４０
人�

対
　
象
　
小
学
４
年
〜
中
学
３
年�

締
　
切
　
７
月
８
日
㈮
　
先
着
順�

費
　
用�

　
小
学
生
　
４
万
２
千
円
〜�

　
中
学
生
　
４
万
３
千
円
〜�

問
合
せ
先�

　
文
部
科
学
省
所
管
㈶
国
際
青
少

　
年
研
修
協
会�

☎
０
３
｜
３
３
５
９
｜
８
４
２
１�

ＦＡＸ
０
３
｜
３
３
５
４
｜
２
２
０
７�

　E
-m
a
il:in
fo
@
k
sk
k
.o
r.jp

寄贈ありがとうございます�
�
　地域住民の健康増進、福祉
の向上を広く浸透させるため、
日本赤十字救援車両「博愛号」
の配置式が５月10日、青森市
の同支部敷地内において行わ
れました。�
　挨拶にたった日赤七戸町分
区長の福士町長が「災害はい
つ発生するかわからない。博
愛号を活用し、災害に備える
と共に安全運転することを誓
います」と、お礼の言葉を述
べました。�

��

戸
籍
の
窓
口
�

�

４
月
１６
日
〜
５
月
１５
日
�

�

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
�

上
原
子
大
翔
く
　
ん
　

美
穂
子
さ
ん
　

上
原
子
２
�

簗
場
　
琴
乃
ち
ゃ
ん
　

美
由
樹
さ
ん
　

七
戸
蒼
前
�

中
村
　
楽
生
く
　
ん
　

雅
　
子
さ
ん
　

榎
林
１
�

齋
藤
　
光
晴
く
　
ん
　

節
　
子
さ
ん
　

榎
林
３
�

小
田
沙
也
加
ち
ゃ
ん
　

詩
　
子
さ
ん
　

和
田
下
�

嶋
崎
　
景
太
く
　
ん
　

宮
美
子
さ
ん
　

影
津
内
�

川
村
　
康
成
く
　
ん
　

順
　
子
さ
ん
　

天
　
王
�

大
村
　
　
潤
く
　
ん
　

み
ど
り
さ
ん
　

舘
　
野
�

������������

�米
内
山
瞳
子
ち
ゃ
ん
　

さ
お
り
さ
ん
　

東
槻
木
�

附
田
　
華
凛
ち
ゃ
ん
　

富
貴
子
さ
ん
　

森
ノ
上
�

蛯
名
　
天
歌
ち
ゃ
ん
　

奈
津
子
さ
ん
　

鶴
児
平
�

������◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
乙
　
供
　
信
　
博
さ
ん
　

東

北

町�

　
盛
　
田
　
信
　
子
さ
ん
　

七
　
　
戸�

　
荒
　
屋
　
　
　
茂
さ
ん
　

中
　
　
村�

　
工
　
藤
　
ひ
と
み
さ
ん
　

清

水

頭�

�������������

�

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
�

河
門
前
忠
吉
さ
ん
　

７４
歳
　
桜
　
　
木�

大
平
　
重
吉
さ
ん
　

９０
歳
　
荒
　
　
屋�

岡
村
　
　
勉
さ
ん
　

７０
歳
　
天
　
　
王�

天
間
　
タ
カ
さ
ん
　

９０
歳
　
一

本

木�

小
又
　
さ
よ
さ
ん
　

８９
歳
　
小
　
　
又�

高
村
　
な
つ
さ
ん
　

９７
歳
　
天

寿

園�

櫻
井
　
光
廣
さ
ん
　

５４
歳
　
上

屋

田�

高
松
　
と
わ
さ
ん
　

９１
歳
　
天

寿

園�

高
松
　
　
正
さ
ん
　

６１
歳
　
上

野

崎�

高
田
　
和
枝
さ
ん
　

６７
歳
　
榎

林

３�

大
平
ヨ
シ
ミ
さ
ん
　

８８
歳
　
寒
　
　
水�

       

や
ま
と�

     

こ
と  

の�

       

ろ   

い�

     

こ
う
せ
い�

さ   

や   

か�

      

け
い 

た�

     

こ
う
せ
い�

          

じ
ゅ
ん�

と
う  

こ�

 

か  

り
ん�

て
ん 

か�

（13）�

�
平成１７年４月３０日現在�

　男　　　９，３１７人�
（＋　　４８）�

　女　　　９，８８４人�
（＋　　１７）�

　計　　１９，２０１人�
（＋　　６５）�

世帯数　　６，７０６世帯�
（＋　１２５）�

（　 ）内は前月比�
�
★交通事故�
　件　　　　数�

５件 （３９件）�
　傷　　　　者�

６人 （５０人）�
　死　　　　者�

０人 （　１人）�
�
★町内の火災�
　建　　　　物�

０件 （　１件）�
　林野・その他�

１件 （　１件）�
�
４月３０日現在�
（     ）内は１月からの累計�

町の統計�

～～～～～～～～～～～～～～～～�
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������

《
俳
　
句
》�

一
穂
忌
も
十
三
回
や
夏
立
て
り�

福
　
田
　
露
　
幸�

�

昆
虫
記
広
げ
し
子
等
の
夏
来
る�

濱
　
中
　
京
　
三�

�

家
中
の
ス
リ
ッ
パ
替
へ
て
夏
来
る�

和
　
田
　
馴
　
二�

�

柳
絮
と
ぶ
流
れ
激
し
き
用
水
路�

　
　
田
　
美
津
子�

��

《
川
　
柳
》
「
合
　
併
」�

四
月
一
日
　
新
七
戸
の
　
誕
生
日�

正
十
四�

�

合
併
に
　
船
頭
二
人
　
喧
嘩
避
け�

俊
　�

�

合
併
の
　
話
は
い
や
と
　
富
め
る
町�

征
　
治�

�

合
併
で
　
旗
振
り
迷
う
　
井
の
蛙�

香
っ
ぺ�

がんばれゆまちゃん�
�

　天間林西小学校６年生白銀結麻ちゃん（舟場向川久保、保護者：忠晴さん）は、天間林の屋内温水プール

で水泳を始め、以来水泳をがんばり続け、現在は水泳選手として大活躍しています。�

　３月のJr.オリンピック（東京）では、不本意な成績で終わり、悔しさをバネにがんばり通した結果、５月

15日の第31回東北室内選手権水泳競技（秋田市秋田アスレティッククラブ）では、見事50ｍ背泳ぎで２位

（32秒06、自己ベスト記録）になりました。�

　現在は、夏に開催される全国大会出場を目指して、猛練習中です。�

　お母さん曰く、水泳のおかげで体が丈夫で、病院にも滅多に行きません。・・と喜んでいます。�

　さあ、みなさんも水泳を始めてみませんか？�

�

七夕席書大会開催のお知らせ�
�

期　　日　７月３日（日）�

場　　所　七戸中央公民館（旧天間林村中央公民館）�

参加対象　町内の小・中学生及び一般住民�

申 込 先　七戸中央公民館（旧天間林村中央公民館）　Tel　68－2920　　Fax　68－2176�

申込締切　６月20日（月）�

持 参 品　①書道用具一式　②雑巾（１枚）・新聞紙（４枚）　③練習用の用紙は、個人で持参願います。�
書作課題�

�

�

�

�

�

�

�

表　　彰　○入選作………金賞・銀賞・銅賞�

　　　　　○優秀賞………町長賞・教育長賞・議会議長賞・文化協会会長賞�

　　　　　○参加者全員に参加賞があります。�

日　　程�

�

�

　※作品は、七戸中央公民館に１週間ほど展示します。�

主催　天間林文化協会　　主管　天間林書道愛好会　　後援　七戸町教育委員会・七戸町�

課 題 �

小１�

小２�

小３�

小４�

小５�

お ほ し �

た ん ざ く �

星 ま つ り �

夜 空 の 星 �

星 の 伝 説 �

小６�

中１�

中２�

中３�

一般�

太 古 の 光 �

美 し い 星 空 �

感 動 の 世 界 �

宇 宙 の 神 秘 �

風動荷花水殿香�

説 明

書体は自由です。�

用紙は、小学生は条幅4分の1判（68×35㎝）�
中学生・一般は、条幅半切（136×35㎝）�
大会用紙は主催者で準備します。�

（一般には、高校生も含みます。）�

9:00～　　　　　　9:30　　　　　　　9:40　　　　　　　11:00　　　　　　 12:00�
受　付　…………　開会式　…………　書　作　…………　審　査　…………　表彰式・閉会式�

文
芸
欄�

文
芸
欄�
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《
短
　
歌
》�

起
き
抜
け
に
狭
庭
に
佇
て
ば
　
水
仙
の�

　
　
　
千
の
つ
ぼ
み
の
　
黄
色
目
に
沁
む�

田
　
中
　
　
　
愛�

�

春
泥
を
踏
み
つ
つ
子
等
は
　
登
校
す�

　
　
　
彩
と
り
ど
り
の
　
靴
を
弾
ま
せ�

瀬
　
川
　
翠
　
蛙�

�

た
め
息
を
湯
ぶ
ね
の
中
に
　
吐
き
出
し
て�

　
　
　
心
の
襞
を
　
温
め
て
を
り�

市
ノ
渡
　
つ
ま
子�

�

足
先
か
ら
真
黒
な
影
　
生
え
て
い
る�

　
　
　
梅
雨
の
晴
れ
間
に
　
雲
ひ
と
つ
な
く�

三
　
浦
　
登
　
紀�

�

一
面
の
つ
つ
じ
の
朱
に
　
誘
は
れ
て�

　
　
　
長
き
石
段
　
い
っ
き
に
登
る�

哘
　
崎
　
ア
イ
子�

�

整
髪
料
小
泉
さ
ん
の
と
　
同
じ
と
云
ふ�

　
　
　
口
上
楽
し
く
　
買
ひ
求
め
来
つ�

佐
　
藤
　
悠
　
一�

�

福
寿
草
咲
い
て
き
た
と
の
　
声
聞
く
や�

　
　
　
会
い
た
く
て
た
だ
　
会
い
た
く
て
春�

高
　
田
　
洋
　
子�

�

胸
に
沁
む
ポ
エ
ム
を
語
る
　
友
が
ゐ
て�

　
　
　
今
宵
の
集
ひ
も
　
心
和
み
ぬ�

原
　
　
　
信
　
子�

ひ
だ�

　読書週間にあわせて、七戸中央公民館では5月14日、春のおはなし会を開催しました。�
　会には幼児から小学校低学年の児童、親子、25人ほどが集まり、お話の会『ゆりかご』のメンバーたちによる、
大型絵本・紙しばいの楽しい読み聞かせに、子供たちは絵本の世界に見入っていました。また、しかけ絵本を使っ
ての歌も大変盛り上がりました。�
　読み聞かせは、子供の想像力と感受性を育み、親子のスキンシップになります。大型絵本や紙しばいなどは
大人も楽しめます。�
　七戸中央公民館では、今後もおはなし会を開催します。�
　家庭での読み聞かせの参考に、親子はもちろん、大人も懐かしい気持ちで参加してみてはいかがでしょうか。�

春のおはなし会が開催されました春のおはなし会が開催されました�春のおはなし会が開催されました春のおはなし会が開催されました�春のおはなし会が開催されました�

★新着図書の紹介★�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�
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書 名 �

ビトウィン�

駆けこみ交番�

魂萌え！�

古道具中野商店�

シーセッド・ヒーセッド�

懲りない男と反省しない女�
　－渡辺淳一と女たち－�

終わりからの旅�

壊れる日本人�
－ケータイ・ネット依存症への告別－�

齋藤孝の勉強のチカラ！�

決定版暮らしの裏ワザ知得メモ888�

梅名人・藤巻あつこ秘伝の梅仕事�

おとぞうさん�

もどってきたぜ！�

まめうしとひめうし�

著 者 名 �

川 上 健 一 �

乃 南 ア サ �

桐 野 夏 生 �

川 上 弘 美 �

柴　田　よしき�

渡 辺 淳 一 �

辻 井 　 喬 �

柳 田 邦 男 �

齋 藤 　 孝 �

主婦の友社（編）�

藤　巻　あつこ�

マイケル・グレイニエツ（絵・文）�
ほそのあやこ（訳）�
ジョフロワ・ド・ペナール（作）�
石津 ちひろ（訳）�

あきやまただし�
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書 名 �

いぬうえくんとくまざわくん�

うさぎ屋のひみつ�

パパはウルトラセブン　�
　ママだってウルトラセブン�
ホワイトアウトの世界で�
　北極横断・犬ぞりの旅�

ブルーローズの謎�

しつれいですが、魔女さんですか�

めがねうさぎ�

おばけのてんぷら�

きみの知らないところで世界は動く�

ねずみの騎士デスペロー�

カチューシャ�

パンダのポンポン�

ともだちは海のにおい�

【大型絵本】�
かたあしだちょうのエルフ　他�

著 者 名 �

きたやまようこ�

安房　直子（作）�
長塚　直子（絵）�

みやにしたつや�

高 野 孝 子 �

松 本 祐 子 �

エミリー・ホーン（作）�
江 國 香 織（訳）�

せ　な　けいこ�

せ　な　けいこ�

片 山 恭 一 �

ケイト・ディカミロー（作）�
子 安 亜 弥（訳）�

野　中　ともそ�

野 中 　 柊（作）�
長 崎 訓 子（絵）�
工 藤 直 子（作）�
長 　 新 太（絵）�

【中央図書館】� 【中央公民館図書室】�

等　一般図書　６８冊　児童図書　４２冊� 等　一般図書・児童図書　計３５冊�
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～ミュージアム・コレクション～�

鷹山宇一の世界�
�
　初期から晩年までの油彩、木版で、画家・鷹山宇一の歩みを紹介し
ます。また、鉛筆・パステル・水彩絵の具などを駆使し描かれたアト
リエ秘蔵のデッサンを特別展示！鷹山の深遠な絵画世界、その表現の
深層に触れ、新たな「鷹山宇一の世界」をお楽しみ下さい。�
�
会　　期／５月28日（土）～７月３日（日）まで�
入館時間／午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時）　�
休 館 日／定休日＝毎週月曜日�
　　　　　展示替えのための臨時休館＝７月４日～７月15日�
入 館 料／一般500円、高校・大学生300円、小・中学生100円�
　　　　　※20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者は各２割引�
問 合 せ／鷹山宇一記念美術館�
　　　　　TEL：0176－62－5858　FAX：0176－62－5860 �
　　　　　E-mail:takayama-museum@town.shichinohe.aomori.jp�

【次回展覧会のお知らせ】�
　「手　治虫のふしぎな虫眼鏡展」7/16（土）～9/4（日）�

【「RAB恐竜ワールド」（7/23～8/17まで開催）前売券をお取り扱いしています】�
　大人当日券1,300円→前売券1,000円　子供当日券1,000円→前売券700円�

�

�
�

七戸町と天間林村合併記念コンサート�

こ と �

初夏を彩る箏の夕べ�
－箏と17弦の響演再び－�

七戸町と天間林村合併記念コンサート�

日　　時　７月１日（金）
開　　場　１８時　　　　開　　演　１８時３０分
場　　所　柏葉館
料　　金　前売券　２，０００円
　　　　　当日券　２，５００円　但し小・中・高校生は５００円
チケットの　丸美屋商店（☎◯62 2266）、鷹山宇一記念美術館（☎◯62 5858）
販売先・　附　田　照　子（☎◯68 2123）、兎　内　佐智子（☎◯62 4967）
問合せ先　森　田　省　子（☎◯62 5858・美術館）
主　　催　エーデルワイスの会
後　　援　七戸町・七戸町教育委員会・鷹山宇一記念美術館
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